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出
し

そ
れ
以
外
は
異
な
り
語
の
み
を
示
す
。

【
接
尾
語
「
ル
」
(
四
段
活
用
)
】

①
原
動
詞
の
活
用
形
式
が
四
段
活
用
単
独
と
み
な
さ
れ
る
も
の

ツ
グ
(
四
他
)
〉
つ
が
る
(
継
一
四
自
)

都
官
製
豆
く
る
(
菌
加
1

四
四
六
五
)
/
い
都
我
里
居
れ
ば
(
鴎
9

一
七
六
七
)

マ
ス
(
四
自
)
〉
ま
さ
る
(
増

一
四
自
)

日
に
異
に
麻
世
ば
(関
口

三
九
六
九
)
/
五
口
が
恋
麻
左
流
(
前
向
日

三
七
八

ハ
サ
ム
(
四
他
)
〉
は
さ
ま
る
(
挟

・
四
自
)

真
鹿
子
矢
を
多
婆
左
美
添
え
て
(
高
加
。
四
四
六
五
)
/
雷
檎

〈
波
左
万
利

天
〉
所
ν
捕
(
日
本
霊
異
記

上
一
話
)

マ
ッ
フ
(
四
他
)
〉
ま
つ
は
る
(
絡
一
四
自

・
下
二
自
)

総

合
綿
也
綾
也
詮
也

又
奴
布
(
新
撰
字

享
和
本
/
藤
波
の
思
纏
若
草
の
思
ひ
っ
き
に
し
(
前
向
日

三
二
四
八
)
、

竣
累
の
聞
に
纏
て
(
大
唐
三
蔵
玄
笑
法
師
表
啓

右
の
例
の
他
に
、

カ
羽
力
爵
反

万
豆
不

参I

四
行
目
)

フ
サ
グ
(
四
他
)
〉
ふ
さ
が
る
(
塞

一
四
自
)

カ
ガ
ム
(
四
白
)
〉

か
が
ま
る
(
屈

一
四
自
)

カ
シ
コ
ム
(
四
自
)
〉
か
し
こ
ま
る
(
畏

一四
自
)

ツ
ツ
シ
ム
(
四
自
)
〉
つ
つ
し
ま
る
(
慎
一

四
自
)

助
動
詞
「
り
」
の
承
接
語
形
に

つ
い
て

な
ど
が
あ
る
。
以
上
は
、
派
生
形
語
幹
末
尾
が
ア
列
の
例
で
あ
る
。
こ
れ
ら

以
外
に
は

シ
ク
(
四
自
)
〉
し
き
る
(
敷
一
四
自
)

白
波
志
苦
志
苦
に
(
寓
口

三
九
八
九
)
/
四
寸
流
白
波
(
商
6
1
九
三
七
)

ク
ク
(
四
自
)
〉
く
く
る
(
潜

一
四
自
)

立
ち
久
吉
鳴
か
ぬ
日
は
な
し
(
蔦
口
f

三
九
一
二
、
自
我
手
俣
久
岐
斯

子
也
(記
神
代
)
/
枕
ゆ
久
々
流
一課
に
そ
(
寓
4
1
五
O
七
)

の
よ
う
に
、

派
生
形
語
幹
末
尾
が
イ
列
・

ウ
列
に
な
る
例
が

一
例
、
ず
つ
見
ら

れ
る
。次
に
原
動
調
の
活
用
形
式
が
四
段

・
下
二
段
両
様
に
活
く
も
の
を
挙
げ
る
。

②
原
動
詞
の
活
用
形
式
が
四
段

・
下
二
段
の
両
様
に
活
く
も
の

カ
ク
(
四
他
・
下
ニ
他
)
〉
か
か
る
(
懸

一
四
自
)

五
百
経
る
何
釈
て
(
雄
略
紀
二
一
年
)
/
真
代
に
は
真
玉
を
加
気
(
記
允

ノ¥
§ 

タi 並
川 I '~.J'~­/， ~ 

日1/
口|も
自|
:'1と
下|主
一l 町

他|可
~ I 刺
VIムゴ

二|安
I~ I 何:r!

た171

至|曇
隔|さ
ー|ぬ
山， ~ 

百|亭
~， 旬、

}¥ 
O 
) 

白
雲
の
千
重
に
辺
多
天
る
筑
紫
の
国
は
(
寓
5
1
八
六
六
)
/
山
こ
そ
ば
君

が
あ
た
り
を
倣
太
豆
た
り
け
れ
(
寓

mt四
O
七
三
)
/
浄
土
ト
械
土
ト
ノ

ヘ
グ
、
リ

隔
(
は
)
何
ぞ
(
東
大
寺
調
論
文
稿
一
九
O
行
)

キ
ハ
ム
(
四
自

・
下
二
他
)
〉
き
は
ま
る
(
極
一
四
自
)

す
め
ら
へ
に
伎
波
米
尽
く
し
て
(
寓

ml四
四
六
五
)
/
天
雲
の
向
伏
す
伎

四
五



助
動
詞
「
り
」
の
承
接
語
形
に
つ
い
て

波
美
(
寓
5
1八
O
O
)
/坂

八
方
乃
支
波
万
利
(
新
撰
字
鏡

天
治
本
)

右
の
他
に、

サ
ク
(
四
自

・
下
二
他
)
〉
さ
か
る
(
放
・
四
白
)

マ
ク
(
四
自

・
下
二
他
)
〉
ま
か
る
(
任

一
四
自
)

ヨ
ス
(
四
他

・
下
二
他
)
〉
よ
さ
る
(
寄

一
四
自
)

カ
フ
(
四
自

・
下
二
他
)
〉
か
は
る
(
替

四
自
)

ソ
ム
(
四
自

・
下
二
他
)
〉
そ
ま
る
(
染

一
四
自
)

ソ
ナ
フ
(
四
他

・
下
二
他
)
〉
そ
な
は
る
(
四
自
)

シ
ヅ
ム
(
凶
自

・
下
二
他
)
〉
し
づ
ま
る
(
鋲
一
四
自
)

な
ど
、
や
は
り
派
生
形
語
幹
末
尾
は
ア
列
で
あ
る
も
の
が
多
い
が
、
ア
列
以

外
の
例
と
し
て
は
次
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
。
ま
ず
、
エ
列
か
ら
派
生
す
る

も
の
と
し
て
は
、

カ
フ
(
四
自

・
下
二
他
)
〉
か
へ
る
(
返

一
四
自
)

裾
の
う
ち
可
比
(
認
は

三
四
八
二
、
償
ν
債
〈
母
乃
々
カ
比
〉
(
日
本
霊

異
記
上
序
)
/
こ
の
勢
の
山
に
可
倍
ば
(
蔦
3
t
二
八
五

一
云
)
/
可
弊
里

見
し
つ
つ
(
寓

ml四
四
O
八

カ
ク
(
四
他

・
下
二
他
)
〉
か
け
る
(
懸
一
四
自
)

蜘
妹
の
巣
可
伎
て
飯
炊
く
こ
と
も
忘
れ
て
(
高
5
1
八
九
二
)
/
た
す
き
を

可
気
(
寓
5
1九
O
四
)
/
字
那
賀
気
里
豆
(
記
神
代
)
、
た
づ
さ
は
り
宇
那

我
既
利
ゐ
て
(
蔦
M
l
四
一
一
一
五

四
六

ハ
ク
(
四
他
・
下
二
他
)
〉
は
け
る
(
何

一
四
他
)

太
万
波
吉
て
(
高
羽
t

四
四
五
六
)
/
人
に
あ
り
せ
ば
太
万
波
気
ま
し
を

(
記
景
行
)
/
汝
が
波
気
流
太
万
に
な
り
て
も
(
禽
初
回
三
四
七
防
人
歌
)

な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。
右
の
中
で
「
カ
ケ
ル
(
懸
)
」
の
例
は
、
下
二
段
活
用

に
「
り
L

が
接
続
し
た
例
と
み
る
見
方
も
あ
る
(
阪
倉

ご

九
六
六
])
け
れ
ど

も
、
そ
の
場
合
に
、
例
え
ば
「
た
づ
さ
は
り
字
那
我
既
利
ゐ
て
L

と
「
ゐ
て

(
居
)
」
に
続
く
例
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
「り
L

の
意
味
が
抽
出
し
に
く
く
、

四
段
活
用
「
カ
ク
(
懸
)
」
の
派
生
動
調
と
し
て
扱
う
方
が
よ
い
で
あ
ろ
う
。

但
し
「
ハ
ケ
ル
(
侃
)
」
の
例
は
、
防
人
歌
で
あ
り
、
い
わ
ゆ
る
東
国
語
で
の

エ
列
甲
乙
の
混
乱
例
と
し
て
挙
げ
る
方
が
穏
当
で
あ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、

「
カ
ケ
ル
(
懸
ご
の
処
理
と
の
整
合
性
か
ら
、
こ
れ
も
派
生
動
詞
と
し
て
扱

っ
て
お
く
。
次
に
、
オ
列
か
ら
の
派
生
と
し
て
は
、

ヨ
ス
(
四
他

・
下
二
他
)
〉
よ
そ
る
(
寄

一
四
自
)

ア

メ

ノ

シ

タ

ヨ

サ

シ

タ

テ

一

マ

y
リ

天

下

止

与

佐

斯

奉

志

(
『続
日
本
紀
』
五
詔
)
/
風
の
む
た
与
世
来
る

浪
に
漁
り
す
る
(
高
日
1

三
六
六
二
/
荒
山
も
人
し
寄
す
れ
ば
余
所
留
と

ぞ
一
言
ふ
(
関
口
1

三
三

O
五

ト
ト
ノ
フ
(
四
他

・
下
二
他
)
〉
と
と
の
ほ
る
(
謹
一
四
自
)

撫
で
た
ま
ひ
等
登
倍
た
ま
ひ
(
高
山
川
l

四
二
五
四
)
/
縦
六
千
乃
兵
乎
発
之
等

等
乃
比
(
続
紀
第
二
九
詔
)
/
其
宮
也
雑
整
頓
〈
整
頓
止
々
乃
保
利
曽
奈
波
利

豆
〉
(
日
本
紀
私
記
乙
本

一
神
代
紀
下
)



ナ
グ
サ
ム
(
四
自

・
下
二
他
)
〉
な
ぐ
さ
も
る
(
慰

一
四
自
)

恋
名
草
六
と
人
は
言
へ
ど
(
寓
日
l

二
五
六
七
)
/
名
具
佐
米
な
く
に
(
市
内

6
1九
六
三
)
/
名
草
漏
こ
と
も
あ
り
や
と
(
高
9

一
七
五
七

な
ど
が
あ
る
。

次
に
原
動
詞
の
活
用
形
式
が
下
二
段
活
用
単
独
と
み
な
さ
れ
る
も
の
か
ら

の
派
生
形
を
み
て
ゆ
く
。

③
原
動
詞
の
活
用
形
式
が
下
二
段
活
用
単
独
と
み
な
さ
れ
る
も
の

ア
ク
(
下
二
白
)
〉
あ
か
る
(
明

一
四
自
)

い
ま
だ
言
は
ず
て
阿
聞
に
け
り
(
継
体
紀
七
年
)
/
八
十
伴
の
雄
の
島
山

に
安
可
流
橘
頭
挿
に
さ
し
(
商

mt四
二
六
六
)

ア
グ
(
下
二
他
)
〉
あ
が
る
(
上
一
四
自
)

大
和
へ
に
西
風
吹
き
阿
宜
て
雲
離
れ
(
記
仁
徳
)
/
照
れ
る
春
日
に
ひ
ば

り
安
我
里
(
禽
印
t

四
二
九
二
)

カ
サ
ヌ
(
下
二
他
)
V
か
さ
な
る
(
重
一
四
自
)

八
つ
着
可
佐
祢
(
前
向
日
1

四一

二
ハ
)
/
日
の
可
佐
奈
礼
ば
(
寓
日
四
一
二

カ
タ
ム
(
下
二
他
)
〉
か
た
ま
る
(
固
・
四
自
)

天
地
の
可
多
米
し
国
そ
(
菌
加
I

四
四
八
七
)
/
重
濁
之
凝
掲
難
(
神
代

紀
上

兼
右
本
)

」
れ
ら
の
他
に
、

助
動
詞
「
り
」
の
承
接
語
形
に
つ
い
て

マ
グ
(
下
二
他
)
〉
ま
が
る
(
曲
・
四
自
)

ア
ツ
(
下
二
他
)
〉
あ
た
る
(
当
一
四
自
)

シ
ヅ
(
下
二
他
)
〉
し
だ
る
(
垂

一
四
自
)

サ
フ
(
下
二
他
)
〉
さ
は
る
(
降
一
四
自
)

ヲ
フ
(
下
二
他
)
〉
を
は
る
(
終
・
四
自
)

セ
ム
(
下
二
他
)
〉
せ
ま
る
(迫

一
四
自
)

タ
ム
(
下
二
他
)
〉
た
ま
る
(
溜

一
四
自
)

ト
ム
(
下
二
他
)
〉
と
ま
る
(
止
一
四
自
)

ア
ヅ
ク
(
下
二
他
)
〉
あ
づ
か
る
(
預
一
四
自
)

マ
ジ
フ
(
下
二
他
)
〉
ま
じ
は
る
(
交

・
四
自
)

ア
ツ
ム
(
下
二
他
)
〉
あ
つ
ま
る
(集

一
回
目
)

カ
ラ
ム
(
下
二
他
)
〉
か
ら
ま
る
(
絡
一
四
自
)

ハ
ジ
ム
(
下
二
他
)
〉
は
じ
ま
る
(
始
一
四
自
)

ヲ
サ
ム
(
下
二
他
)
〉
を
さ
ま
る
(
治
一
四
自
)

兼
右
本
)
/
鮎
波
之
流

な
ど
が
あ
り
、

ア
ラ
タ
ム
(
下
二
他
)
〉
あ
ら
た
ま
る
(
改

一
四
自
)

ア
列
か
ら
の
派
生
が
多
い
。
ア
列
以
外
の
派
生
と
し
て
は
、

ハ
ス
(
下
二
他
)
〉
は
し
る
(
走

・
四
自
)

ハ
セ

轡
一
に
弓
燦
ν
馬
而
陽
呼
日
ニ
猪
有
-
(
雄
略
前
紀

夏
の
盛
り
と
(
市
内
げ
l

四
O
一
一
)

マ
ズ
(
下
二
他
)
〉
ま
じ
る
(
雑
一
四
自
)

四
ー七



助
動
詞
「
り
」
の
承
接
語
形
に
つ
い
て

マ初、。，司ア

此
即
宮
殿
接
ニ
起
於
嶋
大
臣
家
-
而
(
皇
極
紀
四
年

自
例
留
梅
の
花
(
蔦
5
1
八
四
九
)
、
新
草
麻
自
利
(
寓

ul三
四
五
二
)

兼
右
本
)
/
雪
に
末

フ
ス
プ
(
下
二
他
)
〉
ふ
す
む
る

・
ふ
す
も
る
(
燥

一四
自
)

解
真
枝
足
女

年
廿
八
右
眉
後
上
布
須
問
「
左
鼻
桁
黒
子
」
(
大
日
本
古

明
也
姻
気
也
布
須
毛
留

文
書

天
平
勝
賢
二
年
九
月
五
日
)
/
始

(
新
撰
字
鏡
享
和
本
。
但
し
、
天
治
本
は
「
布
須
牟
留
」
)

な
ど
が
見
ら
れ
る
。
「
フ
ス
モ
ル
L

の
例
は
、
天
治
本
の
「
フ
ス
ム
ル
」
か

ら
の
転
化
と
思
わ
れ
、

「モ
」
は
理
論
上
オ
列
甲
類
で
あ
る
と
推
定
さ
れ
る
。

次
に
、
原
動
調
が
上
二
段

・
下
二
段
両
様
に
活
く
と
み
ら
れ
る
も
の
を
挙

げ
る
。

④
原
動
調
の
活
用
形
式
が
上
二
段

・
下
二
段
の
両
様
に
活
く
も
の

コ
ム
(
上
二
他
・

下
二
他
)
〉
こ
も
る
(
隠

一回
自
)

出
雲
八
重
垣
委
碁
微
に
(
記
神
代
)
、

出
雲
八
重
垣
妻
語
昧
に
(
神
代

紀
)
/
花
橘
を
花
其
米
に
(
高
口
l

三
九
九
八
)
/
山
許
葬
例
る
大
和
し
う

る
は
し
(
景
行
紀
一
七
年
)

ト
ド
ム

(
上
二
他

・
下
二
他

・
四
他
)
〉
と
ど
ま
る
(
止
・
四
自
)

世
の
事
な
れ
ば
等
登
尾
か
ね
つ
も
(
寓
5
1八
O
五
)
/
流
る
る
涙
等
騰
米

か
ね
つ
も
(
市
内
川
口
四

一
六
O
)
/夕
汐
の
満
ち
の
登
等
美
に
(
高
9

一七

八
O
)
/
留
宅

止
々
万
利
須
美
伎
(
日
本
紀
私
記
乙
本
神
代
紀
上
)

次
に
原
動
詞
が
上
二
段
活
用
単
独
と
み
な
さ
れ
る
も
の
を
挙
げ
る
。

四
J¥ 

⑤
原
動
調
の
活
用
形
式
が
上
二
段
活
用
単
独
と
み
な
さ
れ
る
も
の

ス
グ
(
過

一
上
二
自
)
〉
す
ぐ
る
(
優

一四
白

・
下
二
自
)

久
し
き
時
を
須
疑
に
け
る
か
も
(
官
同
日
l

三
六

O
O
)
/切
り
髪
の
よ
ち
こ

を
過
ぎ
橋
の
末
枝
を
須
具
盟
(
寓

ut三
三

O
九
)
/
異
秀
〈
勝
也

須
久

礼
忽
多
流

又
云
備
伊
豆
忽
多
流
〉
(
日
本
霊
異
記

中
二
話
)

オ
ク
(
上
二
自
)
〉
お
こ
る
(
起
四
自
)

麻
酔
き
於
己
立
ち
そ
の
根
は
失
せ
ず
(
顕
宗
前
紀
)
/
水
源
の
法
の
於
古
利

し
飛
ぶ
や
鳥
(
「
東
大
寺
要
録
L

続
々
群
書
類
従
本
)

オ
ツ
(
落
一
上
二
自
)
〉
お
と
る
(
劣

一四
自
)

足
結
の
小
鈴
紛
知
に
き
と
(
記
允
恭
)
/
拙
劣
や
我
に
於
止
礼
る
人
を
多

み
(
仏
足
石
歌
口
)

以
上
が
、
筆
者
が
確
認
で
き
た
四
段
活
用
の
接
尾
語
「
ル
」
の
確
例
で
あ
る
。

接
尾
語
「
ル
」
に
は
他
に
下
二
段
活
用
の
例
が
あ
る
。
次
に
例
を
挙
げ
る
。

【
接
尾
語
「
ル
」
(
下
二
段
活
用
)
】

①
原
動
調
の
活
用
形
式
が
四
段
活
用
単
独
と
み
な
さ
れ
る
も
の

ウ
ム
(
四
他
)
〉
う
ま
る
(
産

一
下
二
白
)

大
和
の
固
に
雁
子
牟
と
聞
く
や
(
記
仁
徳
)
、
以
三
為
生
〈
字
牟
〉
ニ
成

国
土
一
奈
何
(記
神
代
)
/
我
が
中
の
産
礼
出
で
た
る
(
前
向
5
t
九
O
四
)

ム
ス
プ
(
四
自
)
〉
む
す
ぽ
る
(
結

一下
二
自
)

わ
ぎ
も
こ
が
牟
須
比
し
紐
は
(
前
向
日
ム
ニ
七
一
七
)
/
思
ひ
牟
須
保
礼
嘆
き



つ
つ
(
高
凶
。
四
一
一
六

マ
ッ
フ
(
四
他
)
〉
ま
つ
は
る
(
絡

一
下
二
自

・
四
自
)

挨
累
の
聞
に
纏
て
(
大
唐
三
蔵
玄
笑
法
師
表
啓
四
行
自
)

②
原
動
詞
の
活
用
形
式
が
四
段

・
下
二
段
両
様
に
活
く
と
み
な
さ
れ
る
も
の

ウ
ク
(
四
自

・
下
二
他
)
〉
う
か
る
(
浮
一
下
二
自
)

瑞
玉
蓋
に
宇
伎
し
脂
(
記
雄
略
)
/
船
宇
気
す
ゑ
て
(
寓
口
f

三
九
九
二
/

う
か
れ

津
守
綱
引
の
浮
の
緒
の
得
干
か
行
か
む
(
前
向
日

二
六
四
六
)

ワ
ク
(
四
自

・
下
二
他
)
〉
わ
か
る
(
分

・
下
二
自
)

千
重
を
お
し
和
気
(
寓
口
四

O
O三
)
/
和
加
礼
な
む
(
蔦
5
'
八
九
ご

③
原
動
調
の
活
用
形
が
下
二
段
活
用
単
独
、
上
二
段
活
用
単
独
の
も
の

ス
ツ
(
下
二
他
)
〉
す
た
る
(
廃

一
下
二
自
)

身
を
ば
厭
ひ
須
都
べ
し
(仏
足
石
歌
四
)
/
是
以
官
無
ニ
廃
事
-
(
崇
神

兼
右
本
、
北
野
本
は
「
ス
タ
ル
ル
」
)

高己

主手

ス
グ
(
過

一上
二
自
)
〉
す
ぐ
る
(
優

一
下
二
自

・
四
自
)

異
秀
〈
勝
也

文
一
玄
備
伊
豆
忽
多
流
〉
(
日
本
霊
異

須
久
礼
忽
多
流

日
u
=一三
ロ

中
二
話
)

ワ
プ
(
上
二
自
)
〉
わ
ぶ
る
(
佑

一
下
二
自
)

思
ひ
和
備
つ
つ
(
叶
尚
4
1
六
四
六
)
/
思
ひ
和
夫
礼
て
(
前
向
日

三
七
五
九
)

以
上
が
、
下
二
段
活
用
の
接
尾
語
「
ル
L

の
確
例
で
あ
る
。

さ
て
、
こ
れ
ら
の
例
を
原
動
詞
の
活
用
形
式
別
に
異
な
り
語
数
に
よ
っ
て

助
動
詞
「
り
」
の
承
接
語
形
に
つ
い
て

示
し
た
も
の
が
次
の
表
ー
で
あ
る
。
な
お
、
四
段
活
用
の
接
尾
語
「
ル
L

の

例
と
し
て
挙
げ
た
「
フ
ス
プ
〉
ふ
す
も
る
、
ふ
す
む
る
」
、
「
ル
」
に
四
段
活

用
と
下
二
段
活
用
と
両
方
が
存
在
す
る
「
マ
ッ

プ
〉
ま
つ
は
る
L

「ス
グ
〉

ス
グ
ル
」
な
ど
の
例
は
、

後
の
表
2
と
の
関
係
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
一

例
ず
っ
と

し
て
数
え
て
い
る
。

(表
1
)
接
尾
語
「
ル
」
(
四
段
/
下
二
段
)
を
分
出
す
る
場
合
の
原
動
詞
の
活
用
種
類

下 四 の活 f諮尾蛍1母

段活 活段数 F話13F 
用
用

13 3 1 10 四段活用

四

18 2 116 下

段

下
原i詞JlIJ 

24 1 123 
段活用 の活

よ 種怒用i 

2 o 1 2 -F 

段

上

5 2 1 3 段活

用

の話童
62 8 1 54 

例経用5 

ま
ず
、
表
ー
か
ら
は
、
接
尾
語
「
ル
」
は
四
段
活
用
で
あ
る
も
の
が
多
い

こ
と
が
知
ら
れ
る
。
次
に
、
原
動
調
の
活
用
形
式
別
に
接
尾
語
直
上
の
母
音

(
派
生
形
語
幹
末
母
音
)
の
種
類
を
み
た
も
の
が
次
の
表
2
で
あ
る
。

(表
2
)
ル
接
尾
形
式
動
詞
の
語
幹
末
韻
(
接
尾
語

「
ル
」
直
上
の
母
音
)
の
種
類

上下 四
形式の 詞原動段 四

総数 段
段活
段活

そ 下 別 の
の 用 活
他
用
段 用

43 1 120 12 10 

E 】E 語直3 o 1 2 。I 
。。。 。。 i，上

の

5 3 1 1 o 1 1 u 母音
の

l 。。 1 1 0 e， 種類I 

2 。。 2 1 0 e， 奥
な

2 o 1 1 o 1 1 0， 語数り

6 3 1 0 3 1 0 0， 

62 7 124 18 13 
E形式H卸Z原司J 

のの

総数活用

四
九



助
動
詞
「
り
」
の
承
接
語
形
に
つ
い
て

右
の
表
2
か
ら
、
接
尾
語
「
ル
」
の
派
生
形
式
に
お
い
て
、
派
生
形
語
幹
末

母
音
は
川
と
な
る
頻
度
が
高
い
乙
と
が
知
ら
れ
る
。

既
に
み
た
よ
う
に
、
接
尾
語
「
ル
」
の
派
生
形
に
、
総
じ
て
三
音
節
以
上

の
語
が
多
い
と
い
う
こ
と
は
、
「
あ
り
」
を
後
項
と
す
る
縮
約
形
の
音
節
数

と
ほ
ぼ
同
程
度
で
あ
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。
こ
の
派
生
形
形
態
と
東
国
語

で
の
「

a
語
形
L

に
承
接
す
る
「
リ
L

と
を
比
較
し
た
場
合
、
春
日
・
吉
田

両
氏
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
形
態
的
に
み
れ
ば
、
終
止
形
以
外
で
は
同
形
に

な
っ
て
し
ま
う
。
ま
た
、
釘
貫
亨
氏
が
指
摘
す
る
よ
う
に
「
り
L

「
た
り
」

な
ど
の
存
在
詞
を
含
む
縮
約
形
の
助
動
調
が
、
連
体
形
で
の
使
用
頻
度
が
高

く
、
連
体
形
に
お
い
て
ほ
ぽ
同
時
期
に
成
立
し
た
可
能
性
が
あ
る
(
釘
貫

[
一
九
九
九
]
)
こ
と
を
考
え
併
せ
れ
ば
、
接
尾
語
「
ル
L

と
「
リ
」
の
「

a

語
形
」
と
は
、
形
態
上
き
わ
め
て
近
似
す
る
こ
と
に
な
る
。
さ
ら
に
、
接
尾

語
「
ル
L

直
上
の
母
音
が
エ
列
で
あ
る
こ
と
が
ア
列
で
あ
る
こ
と
に
比
べ
て

(7) 

少
な
い
と
い
う
の
も
注
意
さ
れ
る
。
こ
れ
は
、
動
詞
の
派
生
形
式
に
お
い
て

は
寸
会
話
形
L

よ
り
も
「

a
語
形
」
の
方
が
機
能
負
担
量
が
大
き
い
こ
と
を

示
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
「
リ
」
は
接
尾
語
「
ル
L

と
の
形
態
上
の
弁
別
と

い
う
点
で
、
「

a
語
形
」
を
捨
て
て
、
派
生
動
詞
の
形
式
と
の
衝
突
が
少
な

い
「
仏
語
形
」
へ
と
収
放
し
て
ゆ
く
蓋
然
性
が
高
い
と
い
え
る
。

五
O 

助
動
詞
「
る
」
と
助
動
詞
「
り
」
の
承
接
語
形
の
成
立

前
節
で
検
証
し
た
よ
う
に
、
「
リ
」
の
「

a
語
形
」
は
、
接
尾
語
「
ル
」

と
の
競
合
か
ら
捨
て
ら
れ
る
可
能
性
が
高
く
、
結
果
と
し
て

J
M語
形
」
へ

と
収
飲
す
る
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
と
こ
ろ
が
、
こ
こ
で
問
題
と
な
る
の
は
、

何
故
、
東
国
語
で
ア
列
語
形
「
降
ら
り
」
「
干
さ
り
」
と
い
う
「

a
語
形
」

の
例
が
あ
る
の
か
と
い
う
問
題
で
あ
る
。
形
態
弁
別
上
の
競
合
と
い
う
点
に

お
い
て
は
、
接
尾
語
「
ル
」
の
様
相
か
ら
し
て
、
早
く
に
「
リ
」
の
承
接
語

形
と
し
て
「

a
語
形
L

は
消
滅
し
た
は
ず
で
あ
る
。
し
か
し
、
実
際
に
は
、

接
尾
語
「
ル
」
を
伴
う
派
生
動
詞
と
、
「
リ
L

の
ア
列
承
接
語
形
と
が
共
存

し
て
い
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
こ
の
点
は
明
ら
か
に
す
る
必
要
が
あ
る
。
こ

れ
を
筆
者
は
、
接
尾
語
「
ル
」
と
「
リ
」
と
の
語
構
造
の
違
い
と
考
え
る
。

「
リ
」
は
、
四
段
系
強
活
用
動
調
連
用
形
に
「
あ
り
」
が
下
接
し
た
複
合

語
の
縮
約
形
語
尾
で
あ
る
か
ら
、
音
韻
変
化
と
し
て
「

a
語
形
」
か
「
町
一
語

形
」
の
い
ず
れ
か
が
生
じ
る
。
縮
約
形
に
語
原
形
の
語
構
造
が
保
存
さ
れ
る

と
と
は
、
脱
落
形
相
互
に
形
態
類
推
が
生
じ
る
こ
と
か
ら
知
ら
れ
る
(
佐
野

[
一
九
九
九
]
)
。
こ
の
点
で
、
「
リ
」
直
上
の
形
態
は
、
「

a
語
形
」
「
豆
諸

形
」
の
い
ず
れ
で
あ
っ
て
も
、
語
構
造
か
ら
後
項
が
「
あ
り
」
で
あ
る
こ
と

は
認
識
さ
れ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
一
方
、
接
尾
語
「
ル
」
は
派
生
語
尾

で
あ
る
点
で
「
リ
L

の
よ
う
な
語
構
造
を
有
し
て
い
な
い
。
強
い
て
い
う
な



(8) 

ら
ば
、
原
動
詞
の
品
詞
性
を
派
生
形
語
幹
|
形
状
言
形
態
に
語
柔
構
造
と

し
て
含
ん
で
、
原
動
調
と
の
派
生
関
係
を
保
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
な
ろ

う
。
し
た
が
っ
て
、
原
動
詞
と
の
派
生
関
係
を
弁
別
す
る
指
標
は
、
ひ
と
ま

ず
は
接
尾
語
「
ル
」
そ
れ
自
体
に
あ
る
と
い
っ
て
よ
い
。

つ
ま
り
、
「
リ
」
と
接
尾
語
「
ル
」
と
が
そ
れ
ぞ
れ
に
語
原
形
・
原
動
詞
の

語
構
造
を
保
持
す
る
限
り
、
形
態
的
に
近
似
し
て
も
互
い
に
競
合
す
る
こ
と

は
な
い
。
こ
れ
が
、
東
国
語
に
み
ら
れ
る
「
リ
」
の
「

a
語
形
」
と
、
接
尾

語
「
ル
」
と
が
共
時
的
に
共
存
す
る
理
由
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

と
こ
ろ
が
、
接
尾
語
「
ル
」
と
縮
約
形
語
尾
「
リ
L

と
を
通
時
的
に
み
た

場
合
に
は
、
両
者
は
共
存
し
に
く
い
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

ま
ず
、
接
尾
語
「
ル
」
が
、
ヴ
ォ
イ
ス
形
式
の
助
動
詞
「
る
」
へ
と
転
成

す
る
場
合
を
考
え
る
と
、
助
動
詞
と
し
て
成
立
す
る
と
い
う
こ
と
は
活
用
語

の
承
接
語
形
を
限
定
し
、
機
能
的
に
卓
越
し
た
文
法
形
式
と
し
て
成
立
す
る

こ
と
で
あ
る
か
ら
、
派
生
形
語
幹
は
承
接
語
形
へ
と
、
そ
の
語
形
を
限
定
さ

れ
る
こ
と
に
な
る
。
接
尾
語
「
ル
」
に
よ
る
派
生
動
調
で
は
、
派
生
形
語
幹

を
「

a
語
形
」
と
す
る
も
の
が
最
も
多
い
。
こ
の
こ
と
は
、
接
尾
語
「
ル
」

が
積
極
的
な
造
語
成
分
と
し
て
成
立
し
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
お
り
、
そ
の

場
合
に
は
「
動
詞

a
語
形
+
ル
L

と
い
う
構
造
が
与
え
ら
れ
て
い
る
と
み
る

こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
構
造
が
成
立
し
た
時
点
を
、
接
尾
語
「
ル
」
の
助
動

詞
化
と
し
て
捉
え
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
こ
こ
に
お
い
て
、
派
生
形
語
幹
は

助
動
詞
「
り
」
の
承
接
語
形
に
つ
い
て

承
接
語
形
と
し
て
寸

a
語
形
L

に
収
赦
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

こ
れ
に
対
し
て
、
縮
約
形
の
見
か
け
上
の
語
尾
「
リ
L

が
、
ア
ス
ペ
ク
ト

の
助
動
調
「
り
」
へ
と
転
成
す
る
場
合
、
接
尾
語
「
ル
」
の
場
合
と
同
様
に
、

縮
約
形
の
同
一
形
態
素
と
し
て
は
、
「
リ
」
の
直
上
で
分
析
さ
れ
る
可
能
性

が
あ
る
。
そ
れ
は
、
「
リ
」
の
縮
約
形
形
態
に
「
動
調
+
り
L

と
い
う
構
造

が
与
え
ら
れ
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
が
、
し
か
し
、
語
原
形
を
「
て
あ
り
L

と
す
る
「
た
り
」
と
は
異
な
っ
て
、
「
て
」
を
介
さ
な
い
「
り
」
は
、
そ
れ

単
独
で
は
ア
ス
ペ
ク
ト
形
式
と
し
て
は
不
安
定
で
あ
っ
た
。
な
ぜ
な
ら
ば
、

形
態
的
に
類
似
す
る
接
尾
語
「
ル
」
が
四
段
活
用
の
接
尾
語
と
し
て
成
立
し

て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
「
あ
り
L

を
後
項
と
す
る
複
合
語
に
あ
っ

て
は
、
母
音
脱
落
条
件
か
ら
す
れ
ば
、
語
頭
の
最
広
母
音
似
が
脱
落
す
る
可

能
性
は
低
く
、
事
実
、
脱
落
し
た
例
は
見
い
だ
せ
な
い
(
佐
野
[
一
九
九
九
]
)
。

つ
ま
り
、
「
リ
」
は
そ
れ
単
独
で
は
形
態
素
と
し
て
成
立
し
に
く
い
と
考
え

ら
れ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
「
リ
」
が
形
態
類
推
に
よ
っ
て
造
語
す
る
場
合
に

お
い
て
も
、
脱
落
形
形
式
の
「

a
リ
」
か
、
縮
約
形
形
式
の
「
|
白
川
リ
」

と
い
う
語
形
の
い
ず
れ
か
し
か
取
り
得
な
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
し
た
が

っ
て
「
リ
」
は
新
た
に
造
語
す
る
成
分
と
し
て
も
、
脱
落
形

・
縮
約
形
の
語

構
成
に
依
存
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
こ
う
い
っ
た
中
で
、
接
尾
語
「
ル
」
が

「
a
語
形
」
を
承
接
語
形
と
し
て
収
品
服
し
て
ゆ
く
と
い
う
状
況
が
、
「
リ
」
の

「
a
語
形
」
に
よ
る
弁
別
力
を
減
退
さ
せ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
こ

五



助
動
詞
「
り
」
の
承
接
語
形
に
つ
い
て

れ
は
、
「

a
語
形
L

の
も
つ
文
法
上
の
機
能
負
担
量
が
増
大
し
た
こ
と
と
表

裏
を
な
し
て
い
る
。
そ
の
結
果
、
「
り
L

は
承
接
語
形
を
「
白
川
語
形
」
に
限

定
し
て
ア
ス
ペ
ク
ト
形
式
の
指
標
と
し
た
の
だ
と
み
て
ま
ず
問
題
が
な
い
。

と
こ
ろ
が
、
そ
の
「
町
語
形
」
は
、
シ
ン
タ
ク
ス
上
、
助
動
調
を
分
出
し
な

い
命
令
形
と
一
致
す
る
た
め
に
、
つ
い
に
動
調
の
活
用
形
1

例
え
ば
、
連
用

形
!
と
し
て
は
組
み
込
ま
れ
ず
、
結
果
的
に
「
り
L

は
、
縮
約
形
と
い
う
形

式
に
依
存
し
な
が
ら
「
|
白
川
リ
L

語
形
と
し
て
助
動
詞
化
す
る
こ
と
に
な
る

の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
考
え
れ
ば
、
「
り
L

を
生
じ
る
縮
約
形
と
接
尾
語
「
ル
」
を

分
出
す
る
派
生
形
と
が
競
合
す
る
の
は
、
接
尾
語
「
ル
」
が
承
接
語
形
を
限

(9
)
 

定
す
る
時
期
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。

お
わ
り
に

以
上
の
考
察
を
ま
と
め
れ
ば
、
「
り
」
が
承
接
語
形
を
「
町
一語
形
」
に
限

定
す
る
こ
と
の
理
由
に
は
、
接
尾
語
「
ル
」
と
の
弁
別
の
た
め
で
あ
っ
た
と

い
う
こ
と
に
な
る
。
と
こ
ろ
が
、
「
り
」
が
縮
約
形
の
ま
ま
助
動
調
化
し
た

こ
と
は
、
寸
り
」
を
助
動
詞
と
し
て
は
特
殊
な
も
の
に
し
て
し
ま
っ
た
。
そ

れ
は
、
文
法
機
能
と
し
て
は
、
ア
ス
ペ
ク
ト
形
式
の
一

翼
を
担
い
な
が
ら
、

承
接
語
形
が
活
用
形
と
し
て
は
認
定
さ
れ
な
い
縮
約
形
で
あ
っ
た
た
め
に
、

語
原
形
の
語
構
造
を
直
ち
に
消
失
で
き
な
い
と
い
う
点
で
あ
る
。
つ
ま
り
、

五

「
り
」
は
、
承
接
語
形
(
町
一
訪
問
形
)
を
弁
別
表
象
と
す
る
助
動
詞
な
の
で
あ
っ

た
。
こ
れ
が
機
能
的
に
卓
越
で
き
な
か
っ
た
、
一
つ
の
、
し
か
し
多
分
大
き

な
要
因
な
の
で
あ
ろ
う
。
「
り
L

が
下
二
段
活
用
に
接
続
し
た
と
説
明
さ
れ

る
例
に

魚
乃
曽
己
祢
太
と
礼
留
(
新
撰
字
鏡

脈
融暖

太

奈

久

礼
利

「
太
奈
久
毛
礼
利
L
)

な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
(
阪
倉
[
一
九
六
六
]
)
。
こ
の
場
合
に
、
「
り
」
の
接
続

し
て
い
る
連
用
形
末
尾
が
奈
良
時
代
に
す
で
に
エ
列
甲
乙
の
書
き
分
け
が
な

い
ラ
行
音
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
「
り
」
が
承
接
語
形
に
依
存
的
で
あ
っ
た
と

(
叩
)

い
う
特
殊
性
を
よ
く
示
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
四
段
系
強
活
用
動
調
や

上
二
段
活
用
、
エ
列
乙
類
と
な
る
下
二
段
活
用
の
連
用
形
に
「
り
」
が
直
接

し
な
い
の
は
、
「
り
」
の
成
立
に
大
き
な
要
因
が
あ
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ

る
。
こ
の
用
法
上
の
制
限
が
「
た
り
」
に
そ
の
位
置
を
ゆ
ず
っ
て
ゆ
く
要
因

に
も
な
っ
て
い
る
。

享
和
本
)

又
久
留
(
新
撰
字
鋭

天
治
本

享
和
本
に
は

こ
の
よ
う
に
み
れ
ば
、
寸
り
L

は
、
承
接
語
形
を
「
町
語
形
」
へ
と
限
定

せ
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
た
時
点
で
、
い
わ
ば
助
動
詞
と
し
て
の
真
面
目
を
得

た
時
点
で
、
実
は
そ
の
命
脈
が
絶
た
れ
る
運
命
に
あ
っ
た
も
の
と
考
え
る
こ

と
が
で
き
る
。

従
来
、
文
法
範
橋
を
異
に
す
る
助
動
調
の
形
式
は
、
個
々
の
形
式
と
し
て



扱
わ
れ
る
傾
向
が
あ
る
。
し
か
し
、
あ
る
文
法
形
式
の
成
立
が
他
の
形
式
を

ど
の
よ
う
に
制
限
し
た
か
、
あ
る
い
は
ど
の
よ
う
な
影
響
下
に
あ
っ
た
か
と

い
う
こ
と
は
、
言
語
の
歴
史
を
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
と
し
て
捉
え
る
場
合
に
は
重

要
な
視
点
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
意
味
に
お
い
て
、
「
り
」
の
承
接

語
形
を
め
ぐ
る
様
相
は
、
複
合
語
か
ら
助
動
調
が
成
立
す
る
過
程
と
、
派
生

動
詞
か
ら
助
動
調
が
成
立
す
る
過
程
と
が
、
助
動
調
化
に
伴
う
承
接
語
形
の

決
定
に
お
い
て
、
互
い
に
干
渉
し
合
う
場
合
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
。

、王(1
)

母
音
融
合
と
母
音
脱
落
と
の
音
韻
史
上
の
関
係
に
つ
い
て
、

山
口

[
一
九

八
五
]
が
母
音
融
合
が
古
く
、
母
音
脱
落
が
新
し
い
と
す
る
の
に
対
し
て
、

柳
田

[一

九
九
三
]
は
母
音
融
合
と
母
音
脱
落
と
が
同
じ
時
期
に
起
き
て
い

た
可
能
性
を
示
し
て
い
る
。
筆
者
は
、
「
り
」
の
承
接
語
形
の
様
相
を
捉
え

る
中
で
、
奈
良
時
代
に
あ
っ
て
、
母
音
融
合
形
も
母
音
脱
落
形
も
い
ず
れ
で

も
語
原
形
の
語
構
造
が
当
時
に
お
い
て
認
識
さ
れ
て
い
る
と
見
ら
れ
る
こ
と

か
ら
、
筒
現
象
が
共
存
し
て
い
た
可
能
性
が
高
い
と
考
え
る
。

(2)

福
田
良
輔
氏
は
、
「
布
良
留
(
降
ら
る
)
寓
M
L
二
三
五
一
」
「
保
佐
流
(
干
さ

る)前向
M

三
三
五
一
」
「
於
波
流
(
生
は
る
)
高
M

三
五

O
一
」
「
奈
与
母
波

皇
曲
目
祢
(
な
よ
思
は
り
そ
ね
)
認
は
1

三
五
二
六
L

「
与
佐
礼
(
寄
さ
れ
)
高

u
l

三
四
七
八
L

な
ど
に
、
そ
の
終
止
形
を
示
す
用
例
が
な
い
こ
と
か
ら
、
こ
れ

ら
の
「
り
」
は
、
ラ
変
語
尾
で
は
あ
り
得
な
い
と
す
る
。
そ
し
て
、
寸
東
歌

助
動
詞
「
り
」
の
承
接
語
形
に
つ
い
て

お
よ
び
防
人
歌
に
見
え
る
原
動
詞
の
ア
列
音
に
つ
く
ラ
行
音
の
活
用
語
尾
は

従
来
説
か
れ
る
て
い
る
よ
う
な
い
わ
ゆ
る
完
了
の
助
動
詞
で
は
な
く
て
、
四

段
に
活
用
す
る
接
尾
辞
な
い
し
、
複
語
尾
と
見
る
べ
き
も
の
で
あ
る
L

(

福
田

[
一
九
六
五
]
)
と
述
べ
る
。

(3)

但
し
、
ェ
列
甲
乙
の
別
が
確
認
で
き
る
の
は
、
「
ハ
|
〉
の
場
合
の
み

で
あ
る
。

4 

増
田
氏
は
他
に
東
国
語
に
由
来
す
る
か
と
し
な
が
ら
も
、
風
俗
歌
の
「
遠

方
」
の
例
を
挙
げ
て
い
る
。

を
ち
か
た
や
か
の
方
や
安
達
の
原
に
多
々
流
可
良
忽
(
立
た
る

幹
に
)宇
和
流
可
良
忽
(
植
わ
る
幹
に
)
己
を
似
寄
す
る
さ
寝
し
と
な

く
に
(
以
下
略
)

春
日
氏
は
、
東
国
方
言
で
は
ラ
行
四
段
系
の
ル
語
尾
と
、
ラ
行
変
格
系
の

リ
語
尾
(
完
了
の
助
動
詞
)
が
接
続
形
態
に
お
い
て
、
未
分
化
の
状
態
に
あ
っ

た
と
み
て
、
両
者
の
語
源
が
同
一
で
あ
っ
た
可
能
性
を
指
摘
し
つ
つ
、
「
中

央
語
は
東
国
語
よ
り
も
一
歩
進
化
し
て
ゐ
る
と
考
へ
た
い
の
で
あ
る
L

と
す

る。

5 6 

吉
田
氏
は
「
り
」
の
「
仏
語
形
」
に
つ
い
て
、

こ
れ
は
、
四
段
動
詞
に
お
り
る
突
然
変
異
的
な
下
二
段
化
現
象
と
も
い

う
べ
き
も
の
で
あ
っ
て
、
古
代
語
「
り
L

が
完
了
語
と
し
て
生
存
す
る

た
め
の
一
つ
の
適
応
で
あ
っ
た
。
(
吉
田
[
一
九
七
三
]
)

と
す
る
。
下
二
段
化
現
象
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
は
氏
の
具
体
的
な
論
証
が

五



助
動
詞
「
り
」
の
承
接
語
形
に
つ
い
て

7 

な
さ
れ
て
い
な
い
の
で
、
こ
の
点
は
直
ち
に
首
肯
し
難
い
。

接
尾
語
「
ル
L

に
限
ら
ず
、
派
生
形
語
幹
土
木
母
音
が
エ
列
で
あ
る
動
詞
は

多
く
は
存
し
な
い
。
次
の
表
3
は
奈
良
時
代
の
動
詞
活
用
形
式
別
に
派
生
動

詞
を
分
類
し
、
そ
の
派
生
形
語
幹
末
母
音
に
よ

っ
て
分
布
を
調
査
し
た
結
果

で
あ
る
。
空
欄
は
そ
の
用
例
が
管
見
で
は
見
つ
け
に
く
い
こ
と
を
示
し
、

。

印
は
少
な
く
と
も
一
例
以
上
の
用
例
が
確
認
で
き
る
こ
と
を
示
す
。

(表
3
)原
動
詞
か
ら
一
音
節
接
尾
語
を
八
万
出
し
た
派
生
動
詞
の
語
幹
末
母
音

の
種
類

奈
良
時
代
の
動
詞
派
生
形
式
に
つ
い
て
の
具
体
的
な
検
討
は
別
稿
に
ゆ
ず
る

が
、
右
の
表
3
で
注
意
さ
れ
る
の
は
、
原
動
詞
の
活
用
形
式
が
四
段
活
用
単

独
で
あ
る
場
合
と
下
二
段
活
用
単
独
で
あ
る
場
合
と
を
比
較
す
る
と
、
四
段

動
詞
で
は
派
生
形
語
幹
末
尾
母
音
を
エ
列
と
す
る
も
の
が
な
く
、
オ
列
乙
類

に
な
る
も
の
が
見
ら
れ
る
の
に
対
し
て
、
下
二
段
動
詞
で
は
、
逆
に
エ
列
か

ら
派
生
す
る
が
、
オ
列
乙
類
と
な
る
も
の
が
見
ら
れ
な
い
と
い
う
点
で
あ
ろ

う
。
こ
の
対
立
は
、
四
段

・
下
二
段
両
様
に
活
用
す
る
原
動
詞
で
は
解
消
さ

五
四

れ
る
よ
う
で
あ
る
。

次
に
派
生
形
語
幹
末
母
音
が
エ
列
で
あ
る
も
の
の
中
、
接
尾
語
「
ル
L

以

外
の
例
と
そ
の
原
動
詞
と
を
示
す
。

【セ
ム
(
責
)
下
二
他
1

セ
メ
グ
四
自
】

科
之
以
ニ
千
座
置
戸
一
、
遂
促
徴
〈
促
徴
世
免
波
多
留
〉
(
日
本
紀
私

記
乙
本
神
代
紀
上
)
、
位
向
急
務
也
於
比
由
又
己
ミ
呂
毛
止

奈
我
口

又
世
牟
(
新
撰
字
鏡
天
治
本
)
/
仮
又
復
作
違
也
不
側

也
顔
也
恨
也
暴
也
世
女
久
又
伊
加
留
又
加
太
久
奈
口
万
ミ
ミ

志
(
新
撰
字
鏡
天
治
本
)

【
シ
ム
(
標
)
下
二
他
|
シ
メ
ス
(
示
)
四
他
】

背
子
が
之
米
け
む
(
重
両
日
t

四
二
二
三
)
/
人
に
之
賓
須
な
(
高
日
I

三
七

六
五
)

【ク
(
消
)
下
二
自
|
ケ
ツ
四
他
〕

梅
の
花
早
く
な
散
り
そ
雪
は
気
ぬ
と
も
(
高
5
1
八
四
九
)
、
降
る
雪
を

火
も
ち
料
つ
つ
(
高
3
ム
三
九
)
/
熔
熔
燈
謂
火
滅
為
矯
燈
火
鈴
木

治
火
介
知
宇
佐
元
(
新
撰
字
鏡
天
治
本
但
し
、
享
和
本
で
は

「
介
知
乎
佐
元
」
と
あ
る
。
)

【ウ
ク
(
受
)
下
二
他
|
ウ
ケ
フ
四
他
】

A

，，
、h
“

A
J
"
"

参
り
来
て
命
受
例
ば
(
首
問
団
l

三
八
八
六
)
、
風
に
散
る
花
橘
を
袖
に
受

て
(
前
向
日
l

一
九
六
六
)
/
令
字
気
比
白
因
拝
此
大
神
(
記
垂
仁
)

【ム
ス
(
咽
)
下
二
自
|
ム
セ
フ
四
自
】
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心
の
み
咽
乍
あ
る
に
(
寓
4

1

五
四
五
)
/
牟
世
比
つ
つ
(
寓

mf四
三
九

八
)

【ア
ル
(
荒
)
下
二
自
|
ア
レ
ブ
四
自
・
上
二
自
か
】

あ
る

夜
床
も
荒
ら
む
一
云
阿
礼
奈
牟
(
寓
2
1
一
九
四
)
/
神
等
の
伊
須
呂
許

比
阿
稽
比
座
す
を
、
言
直
し
和
し
防
時
一回
(
祝
詞
大
殿
祭
)

但
し
、
エ
列
甲
乙
が
確
実
に
知
ら
れ
る
の
は
、
「
シ
ム
|
シ
メ
ス
」

「
ウ
ク

l
ウ
ケ
フ
」
の
場
合
の
み
で
あ
る
。

こ
こ
に
い
う
、
「
語
円以
構
造
L

と
は
語
構
成
要
素
に
与
え
ら
れ
る
品
詞
性

を
指
し
て
い
る
。
一
般
に
文
に
お
い
て
品
詞
を
決
定
で
き
な
い
要
素
と
し
て
、

語
構
成
要
素
は
あ
る
け
れ
ど
も
、
品
詞
が
決
定
さ
れ
な
い
意
味
を
我
々
は
知

る
こ
と
が
で
き
な
い
。
い
わ
ゆ
る
形
状
言
と
称
さ
れ
る
形
態
が
品
詞
性
を
含

む
と
い
う
の
は
、
そ
こ
に
口
問
詞
を
与
え
る
か
ら
で
あ
っ
て
、
そ
れ
は
語
史
上

に
文
を
想
定
す
る
こ
と
に
他
な
ら
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
語
構
成
要
素
は
、

語
史
上
に
与
え
ら
れ
た
構
造
|
語
政
構
造
と
し
て
品
詞
性
を
も
っ
と
考
え
る

の
で
あ
る
。

(
9
)

釘
貫
亨
氏
は
、
自
他
対
応
形
式
の
発
達
を
捉
え
る
中
で
、
本
稿
で
取
り
上

げ
た
接
尾
語
「
ル
」
の
分
出
に
よ
る
派
生
形
式
(
第
旧
群
形
式
)
は
、
比
較
的

新
し
い
形
式
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
推
定
し
て
い
る
(
釘
貫
〔
一
九
九

六
]
)
。
な
お
、
接
尾
語
「
ル
」
が
助
動
詞
「
る
」
へ
と
発
達
す
る
様
相
に
つ

い
て
は
、
語
構
成
要
素
の
語
奨
構
造
を
考
え
る
上
で
重
要
な
問
題
を
含
ん
で

い
る
。
就
中
、
助
動
詞
「
る

・
ら
る
L

「す
・
さ
す
」
は
、
格
助
詞
と
相
補
関

助
動
詞
「
り
」
の
承
接
語
形
に
つ
い
て

係
に
あ
る
点
で
注
意
さ
れ
る
(
森
重
[
一
九
七

O])
が
、
こ
れ
ら
に
つ
い
て

は
機
会
を
改
め
て
論
じ
た
い
。

(
叩
)
平
安
時
代
の
訓
点
語
に
お
り
る

「り
L

に
つ
い
て
、
築
島
裕
氏
は
、

y
り

、
レ

サ

イ

-
天
腐
と
イ
フ
ハ
是
れ
世
天
に
宗
1
1

家
J

(

ス
ル
)
者
を
驚
祈
の
室
な
り

(
大
日
経
疏
巻
第
二
)

y

F7

V

F
J
R

レ

-
而
も
苦
|
者
楽
|
者
:
f有
，
，
(

リ

)

や

(

同

右

)

〔
蒙
〕
許
サ
レ
ラ
者
・
:
法
(
ノ
)
如
(
ク
)
傭
造
シ
テ
虚
(
シ
)
ク
費
ヤ
令

(

メ

)

不

(

大

滋

恩

寺

三
歳
法
師
停
二
ノ
一
一
一
一
)

な
ど
の
例
か
ら
、
平
安
時
代
以
降
は
、
「
咲
き
+
あ
り
↓
咲
け
り
」
の
よ
う

な
語
源
意
識
が
薄
れ
て
「
咲
け
+
り
」
の
よ
う
な
意
識
が
次
第
に
濃
厚
に
な

り
、
そ
れ
か
ら
の
類
推
で
右
の
よ
う
な
「
ツ
カ
ヘ
ル
ヘ
「
ア
ラ
シ
メ
ル
L

な

ど
の
例
が
生
じ
た
と
し
て
い
る
(
築
島
[
一
九
六
九
]
)
。

〔文
献
〕

春
日
和
男
[
一
九
七
八
]
『存
在
詞
に
関
す
る
研
究
』
風
間
書
房

川
端
善
明
[
一
九
七
九
]
『活
用
の
研
究
H
』
大
修
館
書
庖

釘
実
亨
[
一
九
九
六
]
『古
代
日
本
語
の
形
態
変
化
』
和
泉
書
院

釘
貫

亨
[
一
九
九
九
]
「
完
了
辞
リ
、
タ
リ
と
断
定
辞
ナ
リ
の
成
立
」

『高
菜
』

m号

佐
伯
梅
友
[
一
九
五

O
]
『奈
良
時
代
の
国
語
』
三
省
堂

飯
倉
篤
義
[
一
九
六
六
]
尋
問
構
成
の
研
究
』
角
川
書
庖

佐
藤
定
義
[
一
九
七

O
]
「
「
り
」
は
助
動
詞
か
ー
そ
の
史
的
考
察
|
」

『月
刊
文

五
五



助
動
詞
「
り
」
の
承
接
語
形
に
つ
い
て

法
』
二
月
号

佐
藤
宣
男
[
一
九
六
五
]
寸
〈
持
て
り
〉
と
〈
持
た
り
〉
L

『国
語
学
研
究
』
5
号

佐
野
宏
[
一
九
九
九
]
「
母
音
脱
落
現
象
と
語
構
成
」

『国
語
学
』
即
集

築
島
裕
[
一
九
六
九
]
『平
安
時
代
語
新
論
』
東
大
出
版
会

福
田
良
輔
[
一
九
六
五
]
『奈
良
時
代
東
国
方
言
の
研
究
』
風
間
書
一
房

増
田
繁
夫
[
一
九
九
九
]
「
古
今
集
の
歌
語
と
本
文
「
た
た
る

・
た
て
る
」
「
あ

と
ら
ふ
・
あ
つ
ら
ふ
」
「
う
ら
ぶ
る
・
う
ら
ぴ
る
L

l

L

『大
阪
市
立
大
学
文

学
部
創
立
五
十
周
年
記
念
国
語
国
文
学
論
集
』
所
収
和
泉
書
院

毛
利
正
守
[
一
九
七
九
]
「
高
葉
集
に
於
け
る
単
語
連
続
と
単
語
結
合
体
」

『蔦

葉
』
川川
号

毛
利
正
守
[
一
九
八
二
]
「
寓
葉
集

・
オ
モ
フ
の
字
余
り
と
脱
落
現
象
L

『親
和
図

文
』
げ
号

五
六

毛
利
正
守
[
一
九
八
五
]
「
高
葉
集
に
お
け
る
縮
約
現
象
!
「
有
リ
」
の
場
合
」

『国
語
と
園
文
筆
』
臼
巻
9
号

毛
利
正
守
[
一
九
八
八
]
「
上
代
日
本
語
の
音
韻
変
化
|
母
音
を
中
心
に
|
」

『函

語
圏
文
』
幻
巻
4
号

森
重
敏
[
一
九
七

O
]
『日
本
文
法
通
論
』
風
間
書
房

森
重
敏
〔
一
九
八
四
]
『上
代
特
殊
仮
名
音
義
|
五
十
音
図
的
音
韻
体
系
の
論

-
』
和
泉
書
院

柳
田
征
司
[
一
九
九
三
]
『室
町
時
代
語
を
通
し
て
み
た
日
本
語
音
韻
史
』
武
蔵

野
書
院

山
口
佳
紀

[一

九
八
五
]
『古
代
日
本
語
文
法
の
成
立
の
研
究
』
有
精
堂

吉
田
金
彦
[
一
九
七
三
]
『上
代
語
助
動
詞
の
史
的
研
究
』
明
治
書
院

(
さ
の
ひ
ろ
し

・
大
阪
市
立
大
学
大
学
院

・
後
期
博
士
過
程
)



一
全
国
大
会
開
催
要
項

一

O
蔦
葉
学
会
第
五
十
三
回
全
国
大
会
開
催
要
項

平
成
十
二
年
度
の
全
国
大
会
を
、
平
成
十
一
年
十
月
十
四
日
(
土
)
か
ら
十

七
日
(
火
)
ま
で
、
香
川
大
学
と
の
共
催
に
よ
り
、
左
記
の
要
領
で
開
催
い
た
し

ま
す
。
会
員
諸
氏
の
積
極
的
な
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

公
開
講
演
会

日
時

午
後
二
時
か
ら
五
時
三
十
分
ま
で

十
月
十
四
日
(
土
)

会
場

高
松
市
立
図
書
館
(
サ
ン
ク
リ
ス
タ
ル
高
松
)
視
聴
覚
ホ

1
ル

高
松
市
昭
和
町
一
|
二

l
二
O

羽

O
八
七
|
八
六

-
|
四
五

O

挨
拶

近
藤
浩
二
氏

香
川
大
学
学
長

講
演讃
岐
の
国
府
と
文
学

佐
藤
恒
雄
氏

香
川
大
学
教
授

聖
な
る
時
空

井

手

至
氏

大
阪
市
立
大
学
名
誉
教
授

懇
親
会

日
時

十
月
十
四
日
(
土
)

午
後
六
時
か
ら
八
時
ま
で

会
場
会
費

香
川
大
学

五
千
円

大
学
会
館

全
国
大
会
開
催
要
項

新

沢

典

子

本
懇
親
会
に
参
加
ご
希
望
の
方
は
あ
ら
か
じ
め
お
申
し
込
み
下
さ
い
。
当

日
受
け
付
け
は
い
た
し
ま
せ
ん
。

研
究
発
表
会

日
時

十
月
十
五
日
(
日
)

午
前
十
時
か
ら
午
後
五
時
ま
で

香
川
大
学
教
育
学
部

午
前
の
部
(
午
前
十
時
よ
り
)

会
場

四

一
五
講
義
室

大
伴
家
持
の
吉
野
讃
歌
と
宣
命

名
古
屋
大
学
大
学
院
生

柿
本
人
麻
呂
「
石
中
死
人
歌
」
考

奈
良
女
子
大
学
大
学
院
生

有
問
皇
子
自
傷
歌
の
表
現
と
そ
の
質

椙
山
女
学
園
大
学

午
後
の
部
(
午
前
一
時
よ
り

序
調
と
歌
の
形
式

筑
波
大
学

天
寿
国
繍
帳
銘
の
成
立
年
代
を
め
ぐ
っ
て

儀
鳳
暦
に
よ
る
計
算
結
果
か
ら
|

東
京
大
学

無
標
の
動
詞
に
お
け
る
可
能
の
含
意
l
上
代
を
中
心
に

村

上

亜

紀

大

浦

誠

士

白
井
伊
津
子

金

沢

英

之

五
七



全
国
大
会
開
催
要
項

神
戸
松
蔭
女
子
学
院
大
学

松
が
枝
を
結
ぶ
心
|
活
道
の
岡
宴
歌
の
論
|

新
居
浜
工
業
高
等
専
門
学
校

高
橋
虫
麻
呂
の
菟
原
庭
女
の
墓
を
見
る
歌
に
つ
い
て

奈
良
女
子
大
学

四

高
葉
研
修
旅
行

十
月
十
六
日
(
月

)
1十
七
日
(
火
)

O
集
合
場
所

泊

日

集
合
時
間

J
R
高
松
駅
広
場
「
青
鬼
く
ん
L

石
像
付
近

午
前
八
時
四
十
五
分
(
九
時
出
発
)

。
旅
程

第
一
日

吉

井

フ忙

林

長

坂

本

信

幸

高
松
駅
(
集
合
)
|
讃
岐
国
分
寺
|
讃
岐
国
府
跡
|
沙
弥
島
(
狭
容
の

嶋
)
|
カ
サ
デ
ル
マ

l
ク
(
昼
食
羽

O
八
七
七
|
四
六
|
二

O
八
八
)
!

高
屋
塩
釜
神
社
等
|
崇
徳
院
陵

・
雲
井
御

所

碑

善

通

寺

・
西
行
遺

跡
花
樹
海
(
宿
泊
)

花
樹
海
(
は
な
じ
ゆ
か
い
)

宿
泊
先

高
松
市
西
宝
町
三
|
五
一

O

百

O
八
七
|
八
六
一
|
五
五
八

O

第
二
日

五
J¥ 

健

花
樹
海
|
屋
島
山
頂
|
源
平
古
戦
場

l
空
港
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
(
昼

食
刻

O
八
七

l
八
七
九
|
一

0
0
0
)
l冠
綾
神
社
(
天
治
本
高
葉
集
)
|

新

高
松
空
港
二
次
解
散

十
四
時
三
十
分
ご
ろ
)
|
高
松
駅
(
二
次
解
散

十
五
時
十
分
ご
ろ

〈〉参
加
費

。
募
集
人
員

予
定
)

二
万
六
千
円

八
O
名

*
集
合
時
聞
は
厳
守
し
て
く
だ
さ
い
。

牢
道
路
事
情
等
に
よ
り
コ

1
ス
を
変
更
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

解
散
時
刻
も
遅
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
あ
ら
か
じ
め
ど
了
承
下
さ
い
。

O
研
究
旅
行
、
懇
親
会
、
十
五
日
の
昼
食
(
千
円
)
の
お
申
し
込
み
は
、

郵
便
振
替
に
て
、
内
訳
を
明
記
の
上
、
左
記
ま
で
お
願
い
し
ま
す
。

郵
便
振
替
口
座

ハU
1
4
ぷ
U
1
i
n
u
-
-
FD
l
l
η
L
A
U
I
qu
pO
ヴ

t

名

高

薬

学

会

第

日

回

全

国

大

会

な
お
、

挟
み
込
み
の
振
替
用
紙
を
ご
利
用
い
た
だ
け
れ
ば
便
利
で
す
。

申
込
み
し
め
き
り
は
、
九
月
二
十
日
(
水
)
と
し
ま
す
が
、
研
究
旅
行
は
定

員
に
な
り
次
第
、
締
め
切
り
ま
す
の
で
お
早
自
に
お
願
い
し
ま
す
。

義

O
問
い
合
わ
せ
先



高
松
市
幸
町
一
|
一

国
語
教
育
講
座

香
JlI 
大
弓乙

Tel教
&育
FAX学
o 0 部
J¥ J¥ 
七七

J¥ Ji、
五二

ノ¥ ー一
五四
五二
O 五
岡
内
弘
子

ま
た
は

〒
五
五
八
|
八
五
八
五

大
阪
市
立
大
学
文
学
部
国
語
国
文
学
研
究
室
内

大
阪
市
住
吉
区
杉
本
三
|
一:

ご
二
八

高
薬
学
会
本
部

羽

O
六

六

六

O
五

二

四

二
二
(
村
田
研
究
室
)

O
六
l
六
六

O
五
|
二
四
一
四
(
毛
利
研
究
室
)

*
出
張
懇
請
書
を
ご
入
用
の
方
は
、
返
信
用
封
筒
・
八
十
円
切
手
を
同
封
の

う
え
、
学
会
本
部
(
大
阪
市
立
大
学
文
学
部
国
語
国
文
学
研
究
室
内
)
ま
で
お
申

し
込
み
下
さ
い
。

O
宿
泊
案
内

次
表
(
臼
ぺ

l
ジ
)
参
照
。
各
自
で
お
申
し
込
み
下
さ
い
。

O
会
場
案
内

次
図
参
照

〈
公
開
講
演
会
場
〉
(
十
四
日
)

-
J
R
高
徳
線
「
昭
和
町
」

(
普
通
の
み
停
車
)
下
車

「高
松
築
港
」
①
乗
り
場

(J
R
高
松
駅
か
ら
徒
歩
五
分
)
ま
た
は

徒
歩
三
分

ノミ

ス
全
国
大
会
開
催
要
項

寸
瓦
町
駅
前
」
か
ら
昭
和
町
経
由
の
下
笠
居
・
香
西
線
で
「
昭
和
町
市

立
図
書
館
前
」
下
車

-
吉岡
松
駅
か
ら
タ
ク
シ
ー
で
十
分
弱

.
高
松
駅
か
ら

徒
歩
二
十
五
分

〈研
究
発
表
会
場
〉
(
十
五
日
)

七

O
O円
程
度

-
J
R
高
徳
線
寸
昭
和
町
」
(
普
通
の
み
停
車
)
下
車

-
パ
ス

J
E
向
松
築
港
L

①
乗
り
場

(J
R高
松
駅
か
ら
徒
歩
五
分
)
ま
た
は

「瓦
町
駅
前
」
か
ら
昭
和
町
経
由
の
下
笠
居

・
香
西
線
で
「
幸
町
L

下

車

徒
歩
二
分

・
高
松
駅
か
ら
タ
ク
シ
ー
で
十
分
弱

.
高
松
駅
か
ら

徒
歩
二
十
五
分

ヰ
右
に
紹
介
し
た
J
R
-
パ
ス
と
も
に

ま
せ
ん
。

徒
歩
五
分

七

O
O円
程
度

一
時
間
に
二
本
程
度
し
か
あ
り

牢
車
を
利
用
さ
れ
る
場
合
は
、
瀬
戸
大
橋
を
ご
利
用
下
さ
い
。
明
石
海
峡

大
橋
は
、
高
松
ま
で
高
速
道
路
で
つ
な
が
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。

五
九



全
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大
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催
要
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全
国
大
会
開
催
要
項

高薬学会宿泊案内

名 事b 電話 一泊料金 面11 考

品松駅周辺 リーガホテルゼスト高松 822-3555 ￥8，893 

東急イン 821-0109 ￥8，925 

ニューフロンティアホテル 851-1088 ￥6，930 

瓦町周辺 ワシントンホテルプフザ 822-7111 ￥7，276 

ロイヤノレパークホテノレ 823-2222 ￥12，705 

第一イン 823-1111 ￥8，316 

その他 ノfークサイドホアノレ 837-5555 ￥6，830 栗林公園近く

ホワイトホテノレ 834-1212 ￥6，400 県庁前

公共学校共済宿泊施設 ラポールイン・タカマツ 862-2431 ￥5，544 大学まで徒歩5分

国家公務員共済宿泊施設 KKRさぬき荘 831-5226 ￥7，045 大学まで徒歩5分・朝食付き

全
日
冊
セ
ッ
ト
価
格
証
陣
川
旧
同
い
直
同
川
円

各
巻
/
本
体
9
、5
0
0円
i
1
2
、6
0
0円

[進
本
・
体
裁
]
A
5判
上
製
本
・布
袋
/
天
地
布
貼
ケ
l
ス
/

各
巻
本
文
平
均

6
5
0頁
・
装
丁
・菊
池
信
義

wm表
示
価
格
は
本
体
価
格
で
す
。
別
途
、
消
費
税
が
加
算
さ
れ
ま
す
.

-
第
竹
田
「
申
書
穣
茂
吉
短
歌
文
学
賞
」
受
賞

市外局番は(087)です

院

佐

島

町

原
文
篇

本
体
9
、5
0
0円

最
古
の
窓
承
、
西
本
願
寺
本
を
底

本
と
し
て
、
詳
細
な
校
訂
を
加
え
、

現
仕
最
良
の
釧
を
施
し
た
決
定
版
む

各
句
園
田
降

E
1
毎
朝

人
名
弓
凋
ロ
ヲ
釦
扇

本
体
9
、
5
0
0円

E
の
句
か
ら
で
も
検
索
で
き
る
各

句
索
引
と
万
葉
集
に
見
・
λ
る
人
名

か
ら
歌
、
が
検
索
で
き
る
人
名
索
引
。

ノ、



編

輯

後

記

O
百
七
十
四
号
を
お
届
け
し
ま
す
。
先
号
で
は
、
締

め
切
り
が
過
ぎ
て
か
ら
の
学
会
案
内
と
な
っ
て
し

ま
い
ま
し
た
。
本
号
に
は
、
要
項
を
掲
げ
ま
し
た

の
で
、
こ
ぞ
っ
て
讃
州

へ
ご
参
集
下
さ
い
。
今
回

も
、
発
表
申
し
込
み
が
多
く
、
ま
た
ま
た
若
い
方

を
優
先
す
る
結
果
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
た

だ
し
、
ど
こ
か
の
学
会
が
大
学
院
生
ば
か
り
で
あ

る
の
に
較
べ
る
と
、
ま
だ
ま
し
な
方
か
と
も
思
い

ま
す
。
活
発
な
義
論
を
期
待
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

発
表
を
お
願
い
で
き
な
か
っ
た
皆
様
に
は
、
是
非
、

論
文
に
し
て
投
稿
下
さ
り
ま
す
よ
う
お
願
い
致
し

ま
す
。

O
巻
頭
に
は
、
伊
藤
代
表
の
い
つ
も
と
は
ち
ょ
っ
と

異
っ
た
論
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
先
々
号
の
後
記

に
ふ
れ
ら
れ
、
思
う
こ
と
し
き
り
で
す
。
西
氏
の

は
、
家
持
地
主
贈
答
歌
鮮
を
総
体
的
に
捉
え
た
窓

欲
作
、
佐
野
氏
の
は
、
助
動
詞
「
り
」
に
対
す
る

形
態
音
韻
論
的
再
解
釈
、
ど
ち
ら
も
若
い
カ
を
感

じ
さ
せ
ま
す
。
先
の
総
選
挙
で
は
、
ご
年
配
の
力

も
大
し
た
も
の
で
し
た
が
、
若
い
カ
も
ま
た
強
い

も
の
が
あ
り
ま
し
た
。
中
間
に
い
る
わ
れ
わ
れ
も

も
っ
と
頑
張
ら
ね
ば
と
、
つ
く
ず
く
考
え
さ
せ
ら

れ
ま
す
。

O
本
号
で
、
編
総
子
の
担
当
は
終
り
ま
す
。
次
号
か

ら
は
、
さ
ら
に
若
い
編
鴎
と
な
り
ま
す
。
ど
う
か

ご
期
待
下
さ
い
。
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し

た

。

(

乾

善

彦

記

)

。

お

願

い

O

1

論
文
の
投
稿
、
書
籍

・
論
文
の
御
寄
贈
は
、
学

会
本
部
あ
て
に
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

2

年
会
費
の
納
入
お
よ
び
入
会
申
込
み
は
、
そ
の

む
ね
を
明
記
の
う
え
会
費
を
郵
便
娠
替
で
「

0
0

九

O
O
七
二
九
一
凶
七
高
奨
学
会
」
あ
て

に
お
送
り
く
だ
さ
い
。

3

住
所
変
更

・
改
姓
等
の
届
出
、
本
誌
既
刊
号
の

購
入
等
は
、
清
文
堂
出
版
内
市
内
葉
学
会
事
務
室

あ
て
に
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

投

稿

規

定

て
投
稿
資
格
は
会
員
に
限
る
。

て
内
容
は
高
葉
集
と
そ
れ
に
関
連
す
る
各
分
野
の

研
究
論
文
と
す
る
。

て
分
量
は
原
則
と
し
て
四
百
字
詰
原
稿
用
紙
三
十

枚
程
度
(
た
だ
し
「
黄
葉
片
々
」
欄
は
十
枚
以
内
)

と
す
る
。

て

ワ

ー
プ
ロ
原
稿
の
場
合
は
、
字
詰
め

・
行
数
及

び
四
百
字
詰
め
原
稿
用
紙
に
換
算
し
た
枚
数
を
明

記
す
る
こ
と
。
論
文
採
用
の
場
合
に
は
、
テ
キ
ス

ト
フ
ァ
イ
ル
の
提
出
を
お
願
い
す
る
。

て
原
稿
は
返
却
し
な
い
。
採
否
決
定
は
編
輯
委
員

会
に
一
任
の
こ
と
。

て
論
文
掲
載
の
場
合
は
、
本
誌
十
部
を
贈
呈
す
る
。

た
だ
し
、
余
分
に
入
用
の
時
は
、
あ
ら
か
じ
め
申

し
出
が
あ
れ
ば
実
費
で
こ
れ
に
応
ず
る
。

禽

葉

学

会

会

則

一
、
本
会
は
、
市
問
薬
学
会
と
称
す
る
。

一
、
本
会
は
、
市
内
葉
集
と
そ
れ
に
関
連
す
る
各
分
野

の
研
究
を
目
的
と
す
る
。

一
、
高
薬
研
究
者

・
愛
好
者
は
誰
で
も
申
込
み
に
よ

っ
て
会
員
に
な
る
こ
と
が
で
き
る
。

て
会
員
の
研
究
発
表
機
関
誌
と
し
て
季
刊
「
寓

葉
」
を
編
輯

・
発
行
す
る
。

一
、
本
会
は
、
年
一
回
、
公
開
講
演
会

・
研
究
発
表

会

・
研
修
旅
行
を
中
心
と
す
る
全
国
大
会
を
行
い
、

随
時
、
目
的
に
沿
う
事
業
を
行
う
。

一
、
会
員
は
、
年
額
四
千
円
の
会
費
(
誌
代
を
含
む
)

を
年
度
初
め
(
四
月
)
に
納
入
す
る
。

一
、
本
会
の
本
部
を

大
阪
市
住
吉
区
杉
本
三
丁
目
三
番
一
三
八
号

大
阪
市
立
大
学
文
学
部
国
語
国
文
学
研
究

室
内
(
郵
便
番
号
五
五
八

loo--
ニ)

に
積
一
く
。

一
、
本
会
の
運
営
及
び
機
関
誌
の
編
輯

・
発
行
は
編

輯
委
員
会
に
お
い
て
行
う
。

一
、
本
会
に
代
表
を
置
く
。

一
、
本
会
は
名
誉
会
長
を
置
く
こ
と
が
で
き
る
。



官
四
葉

第
百
七
十
四
号

平
成
十
二

2
8
0
)
年
七
月
二
十
五
日
印
刷

平
成
十
二

2
8
0
)
年
七
月
三
十
一
日
発
行

頒
価

一
、

0
0
0円

送
料

六

O
円

冊
鵬
大
阪
市
住
吉
区
杉
本
三
丁
目
三
番
問
号

大
阪
市
立
大
学
文
学
部

国
語
国
文
学
研
究
室
内

電
話
実
(
六
六
口
五
)
ニ
四
一
回

編輯

・
発

行

寓

葉

学

会

代

表

者

伊

藤

博

探
替

O
O九
O
O
七

ニ
九

一
四
七

時
鵬
大
阪
市
中
央
区
島
之
内
二
丁
目
八
番
五
号

清
文
堂
出
版
株
式
会
社
内

高
葉
学
会
事
務
室

電
話

実

(六
三
乙
さ
一六
五

発
売
所


